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抄録 
福島第一原子力発電所の廃炉に向け、燃料デブリを収納缶に保管する際、放射線によってデブリに含まれ

る水が分解され、水素が発生する。本研究では水素酸化触媒として自動車排ガス浄化用のモノリス型インテ
リジェント触媒を使用し、収納缶内の水素濃度を管理することを目的としている。 
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1. 緒言 
 自動車排ガス触媒を応用して、燃料デブリ収納缶内で発生する水素を、酸素と再結合し水に戻す研究を進
めている。今回、実際に検討されている収納缶を模擬した実験装置を作成し、想定される最悪の状況下 (大
気中での触媒保管や水素発生量 1.1 L/h) において、触媒の配置によって効率よく水素を処理できる条件を
検討した。 
 
2. 研究概要 
使用触媒 
モノリス型インテリジェント触媒 (φ30×10 mm) 
 
触媒配置条件 
・N : 触媒なし           : 容器開放 
・A : 触媒を容器内に配置 : 容器密閉 
・B : 触媒を容器内に配置 : 容器開放 
・C : 触媒を排気に配置  : 容器開放 
 
ガス条件 
測定開始前    : 収納管内を N2で置換 
測定開始～１時間 : H2:5  ml/min , O2:3  ml/min 
１時間～２時間   : H2:10 ml/min , O2:5   ml/min 
２時間～３時間  : H2:15 ml/min , O2:7.5 ml/min 
３時間～４時間  : H2:20 ml/min , O2:10  ml/min 
 
実験手順 
収納缶を模擬した実験装置に酸化前処理をした触
媒を設置し、反応ガスを流した。 
容器内の水素濃度の変化を測定した。 
 
3. 結論 
 触媒を設置せず、収納缶のベント弁を開放した条
件 N で測定をした。結果、容器内に水素が滞留し、
水素濃度が上昇した。実験開始後 140 分で収納缶内
の水素濃度が 3.5%になった。次に，条件 A で触媒
を収納缶に入れたまま放置し、水素濃度を測定した
ところ 1.0%以下を維持し、最も良好な結果が得ら
れた。 
今回使用した触媒は実際に検討されている触媒

の大きさの、1/50 程度である。それでも十分な性
能を有していることが明らかになった。 
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図 2. 条件 N(上),A(下)の実験結果 

図 1. 実験装置と触媒の配置 
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